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制振材料を用いた床衝撃音の低減に関する研究
ーその5.コンクリートスラフを用いた制振特性の検討
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鉄筋コンクリートスラプにおける床衝撃音低減のために制振材料の適用可能性を検討し

た。その結果. 150mmスラプに拘束型制振材料を貼付することにより損失係数の向上が

ある.制振による振動低減効果がある，パングマシン・中実球による衝撃加振では振動

応答が非線形となる.及び振動低減効果が放射音の低減に繋がることを確認した。
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1.はじめに

利用技術分科会「建築における制振材料利用技術

WGJでは，床衝撃音低減方法のーっとして，制振

材料による最適設計手法の検討を行っている。鉄筋

コンクリート造集合住宅への適用については， コン

クリートビームにおける制振特性の検討 1)-4)を行い，

質量効果及び曲げ剛性の増加による効果以上に制振

による振動低減効果があること，系の損失がコンク

リートビームの応答量に依存しないこと.及び振動

応答の FEM解析値と実験値がよい対応を示すこと

を確認した。本研究ではこれらの結果を踏まえ， コ

ンクリートスラプを基材として拘束型制振材料を貼

付したときの.振動低減効果に対するパラメータの

検討を行った。ここでは，この概要について述べる。

2実験概要

実験を行った鉄筋コンクリート造実験室の寸法.

計測位置及び使用機器を図 1に，検討した床構成を

表 lにそれぞれ示す。加振点受振点ともスラブ対

角線上の中央及び 4分点の位置(ただし定常加振の

場合，加振点は受振点の直近)に設けた。下室受音

点は床面より 1m高さの受振点に対応する 3個所と

した。系の損失が室温及び加振方法の影響をどの程

度受けるか検討するために，冬季と夏季の 2回にわ

たり，以下に示す異なる加振力特性を持った加振方

法により試験体を加振した。冬季実験では.typelで

の実験後.同一スラブに拘束型制振材料を貼付し，
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約 2tの重りにより 16時間養生した後.type2の実験

を行った。夏季実験では，まず実験室に取付けた状

態で約 3tの重りにより半年間養生していた勿戸2の

実験を行った。勿pelの実験は新たに作製した同一配

筋，同一コンクリート調合による試験体で実施した。
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衝聖書源:
・パングマシン
.中実E事(I..G)())
m=3.5kg. <t=18lt相官

硬昏70・.配合系:府開
加復力検出器:8I!K 8201 x3 

人| 加鏡機:勤電型加銀機
WIl工E蹴聞 F41Z820蝋

インピーダンスヘッド 圧電製
銀勘;匡電型加適度ピックアップ

RIC別FV-85
チャージアンプ8I!K2635 
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図1 計測位置及び使用機器一覧

表11式験体床構成

種類 仕様

type1 
コンクリートスラブ濠面
鉄筋コンクリート (LXWXt=3.4∞X2.500川崎 町 田.5niZ)
長辺4ヶ所，短辺3ケ所ボルト締め;面密度:358匂/nt
拘束型制振材桝貼付タイプ

鉄筋コンクリート+粘弾性体〈ブチルシート.t=3.伽聞，

η=1. O. E =1 X 1otWni2) +拘束層(鋼板.t=3.2IIm) 

長辺4ヶ所，短辺3ヶ所ボルト締め;薗密度 :38鍬g/ni2

type2 
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